
DX時代の著作権施策の推進 令和7年度要求額 535百万円
（前年度予算額 367百万円）

長期アウトカム（成果目標）

ＤＸ時代に対応した「コンテンツクリエー
ションサイクル」の実現により、我が国の文
化の発展に大きく貢献

短期アウトカム（成果目標）
① 著作物に関する権利情報の探索コストの低減

窓口組織による円滑な権利処理対応
② 海賊版被害の縮小
③ ＤＸ時代に適した著作権法制度の改正

デジタル化・ネットワーク化の急速な進展、デジタルトランスフォーメーション(ＤＸ)の推進が、コンテンツの創作・流通・利用の各場面で大きな影響を
与えている。このため、ＤＸ時代における社会・市場の変化やテクノロジーの進展に柔軟に対応するとともに、深刻な海賊版による被害の対策を含
め、「利用円滑化」と「権利保護・適切な対価還元」によるコンテンツ創作の好循環の実現を図り、その効用を最大化する著作権制度・政策を
推進することが急務となっている。

背景・課題

アウトプット（活動目標）
① 分野横断権利情報の集約化促進
② 権利者のノウハウの構築及び権利行使の強化
③ 審議会等でＤＸ時代に適した著作権法制度の在り方を検討

主な事業内容

③ ＤＸ時代に対応した著作権施策の推進に必要な調査研究 【50百万円】
ＤＸ時代における社会のニーズやデジタル・ネットワーク技術の変革に的確に
対応した法制度と運用を実現するため、各種課題に関する調査研究を実施
する。

② 海賊版対策事業 【230百万円】
海賊版の流通形態は多様化・複雑化しており、権利者が著作権等を行使し、
海賊版対策を行うためには諸外国の関係機関の協力が不可欠となっている。
このため、二国間／多国間による知財部局のみでなく、警察当局や外交部
局も含む省庁・官民が協働した国際的な協力体制を推進し、権利者が権
利行使を行いやすい環境を整備するとともに、権利者による権利行使の実行
支援及び国際的な海賊版対策のための普及啓発活動等を行う。

担当：著作権課

① 分野横断権利情報集約化促進事業 【141百万円】
権利者情報の探索コストを低減するとともに、令和８年春頃施行予定の未
管理著作物裁定制度の円滑な運用のため、個人クリエイター等権利情報登
録システムや分野横断権利情報検索システムの構築など、権利情報の集約
化とその活用のための環境整備や調査研究を行う。
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